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353.サッカーにおける足関節パンデージ箆詑の有効性
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{践的3
パンヂージの協定力を，足関節動緩性の定義務{揺及び綴

定法使用感によりテーピング・プレースと比較検討し.そ

の有効性を評錯する.

{方法3
パンデ}ジ〈弾性包智〉としてO笛・ 1O!沼・ 30[凶・

601.ID使用したものの4畿銀，テーピングとしてホワイト
テープのみ・ょにラスティックテープを併渇したものの2緩

類，プレ…スとしてエパーλテップ3・その簡易裂の2犠

類.以上の8種類の翻定法を足i謁露Iiに施行した.
i互関欝勧銀位の定量評錨iご錯しては，築験iとして畿去支
部員Z1名21 足を対象とし，テロスS訟をfflv~ 1 5 kgの!今

瓦ストレスをかけ儲~法後帰前，後箔度後， 1 5分ミニゲ

}ム後. 4-5 分ミニゲーム後に箆脅鰭鈴111のl~U定を行った.

築験2としては，パンデ}ジにおいて符よる間定方への彩

響をみるため，難球部員 1Z名12，，@を対象とし，くじパン
ヂ…ジの内{溺半分が譲れる.φパンデ}ジ全体治略奪れる.
C会議れたパンデージを巻く‘の3条件でi詩様の総定を1Tっ
た. ~起験 1 ， 2とも，統計処理塁を加え関知3を鰍した.

震設定法の使路惑に関しては，装着惑として安定感電競技

能力への影響としてプレ…のしヤすき，それぞれ5i賓待務

錨での欝迭を行った‘

臨書巣及び考察3
パンデージでiま使用額数30関においては使鰐護後;こ，

後期箇数60臨においては45分ミニゲーム後まで脊窓穫
がみられた.使潟lE]数10[91では，半分譲らして巻いた場

合，全体が綴れた場合において鳴営援がみられた，テ…iゴ

ングでは，ホワイトテープのみが15分ミニゲーム後までi

x.ラスティックテープを静fflしたものが4:5分ミニゲ}ム
後まで帯意差がみられた.館定法の使用惑に隠しては，安

定感の点、ではテ}ピング，プレ}のしやすきの点、ではパン

デージの欝儲が綾も高かった.以上の結果より，パンデー

ジは使}韓関数の多いもので溜定力が持続し，また?干により

鑓定カが減少すること令く捜滞留数の少ない 10麹パンデ、

ージではbしろ増加することがわかった.さらに穫用惑を
総合した結果においてもブレ}のしやすいパンデージの評

舗が最も高かった.テーピングにおいては協定力はあるも

のの，インステッブキックの蟻りにくさやコスト部に謀議

を残している.これらを総合してみると.)i関節捻設など

によりどうしても臨定カが翠まれる場合以外，つまり自常

的に揺いる髄定訟としてはパンデ}ジが援も築潟的である

と考えられる.
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